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研究成果の概要（和文）：本研究目的は、本研究の目的は、①「同時型」と「非同時型」という種類の違うCMC
において、３種類の異なったタスクを実施し、対面活動と比較し、言語的特徴を明らかにしていくこと、②異な
るタスクを用いてCMCでの言語的活動が対面活動におけるスピーキングやライティング活動にどのように影響を
与えるのかを検証することである。３種類のタスク(Interview, Narration, Decision Making)を利用して、チ
ャットやフォーラムにおける産出言語の特徴を分析した。また、チャット利用によるスピーキングとライティン
グの学習効果とタスクタイプとの関係を事前事後のテストによって調査した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to (1) analyze how tasks using CMC (Computer
 - Mediated Communication) affect the language production, (2) investigate how the use of CMCs will 
improve face-to-face speaking and writing. Chat rooms and forums have been chosen for representing 
CMCs. Three types of tasks (Interview, Narration, and Decision Making) were used to analyze the 
output in chat rooms and forums. Pre- and post-design were applied to look for the effect on using 
tasks in CMC environment. 

研究分野： CALL
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本 研 究 は 、 CMC(Computer-Mediated 
Communication)のタスク活動上で、先行研究
がとらえていない対面活動での影響につい
てである。チャットとフォーラム、対面活動
に 関 し て ３ 種 類 の タ ス ク (Interview, 
Narration, Decision Making)の産出言語の
特徴を明らかにするとともに、チャットやフ
ォーラムで、タスク活動が与える対面活動へ
のスピーキングやライティングの技術の向
上との関係性を調査した。 
１．研究開始当初の背景 
CMC には、「同時型 CMC」と「非同時型 CMC」

があり、本研究は、「同時型 CMC」のチャット
機能と「非同時型 CMC」のフォーラムを利用
した言語学習が、対面学習に与える影響につ
いての研究である。CMC に関する近年の研究
では、対面活動と同様のコミュニケーション
上の特徴がみられることが明らかになって
きた。 
CMC とスピーキングの発達 
Beauvois (1997) や  Payne & Whitney 

(2002)の研究では、CMC を使ったグループと
使わなかったグループそれぞれに事前事後
のスピーキングテストを行った。その結果、
「同時型 CMC」を使ったグループではスピー
キングテストのスコアが上がったことが分
かった。Payne & Whitney (2002)は、「同時
型 CMC」はスピーキングと同じ認知メカニズ
ムが背景にあることをスピーキングの発達
の理由とした。「非同時型 CMC」がスピーキン
グに及ぼす影響について、「同時型 CMC」と比
べると差は少ないが、スピーキングへの上達
に効果がでたという研究結果を発表した。 
CMC とライティングの発達 
CMC を利用した活動とライティングに関す

る研究では、ライティングのスキルを測る研
究はあるものの、CMC 活動とライティング活
動を比較した研究はない。また、ライティン
グスキルの指標となる産出言語の正確性、産
出言語量、言語的な正確性について、結果に
ばらつきがある。CMC は、正確性が劣る 
(Blake, 2000; Kelm, 1992; Kern, 1995; 
1998; Lee, 2000 & 2002; Sotillo, 2000) と
する研究結果がある一方で、語彙や構文の複
雑性があり、活用することにより、文法の正
確性や複雑性を促すとする研究結果(Chun, 
1994; Pellettieri, 2000; Warschauer, 
1996)もある。 
研究結果に隔たりがあるのは、CMC は、話

し言葉と書き言葉の両方の特徴も兼ね備え
ているからではないかと考える。スピーキン
グにみられる交渉パターンや談話指標など
のコミュニケーション能力に関する研究
(Smith, 2003; Lee, 2002) がされてきたが、
大部分は文字でのやり取りであるため、書き
言葉としての特徴を備えているという結果
が あ る (Pellettieri, 2000; Salaberry, 
2000)。 
チャットと正確性の検証 
高瀬（研究代表者）は、３種類の認知負荷

の 違 う タ ス ク (Interview, Narration, 
Decision Making)をチャットと対面活動にお
い て 比 較 し な が ら 研 究 を し て き た
（2014-2015）。その結果、チャット活動では、
間違いに気付く時間があることなどから負
荷の異なる３種類のタスクであっても対面
活動と比べ、全体的に正確性が上がることが
わかった。対面活動ではタスクの負荷が上が
ることによって帳尻効果の影響を受け、正確
性が失われる(Foster & Skehan,1996)が、オ
ンラインチャットでは負荷があがっても、正
確性に影響がないことを示唆していること
がわかった。また、対面活動に比べ、チャッ
ト活動では母語に頼らない分、目標言語の産
出活動に集中できるという結果が得られた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、①「同時型」と「非同

時型」という種類の違う CMC において、
３種類の異なったタスクを実施し、対面活
動と比較し、言語的特徴を明らかにしてい
くこと、②異なるタスクを用いて CMC で
の言語的活動が対面活動におけるスピーキ
ングやライティング活動にどのように影響
を与えるのかを検証することである。具体
的には、３つの検証を通して、CMC を利用し
た言語活動とタスクの関係を３つの観点か
ら分析した。 
 
３つの検証 
(1)「非同時型 CMC」であるフォーラムと対面
活動を比較した検証 
(2)CMS がオーラルコミュニケーションの発
達の変化に及ぼす影響の検証 
(3)CMS がライティングの発達の変化に及ぼ
す影響の検証 
 
３つの観点 
①CMC 内で使用されるタスク別の言語活動の
特徴 
②CMC を利用した言語活動におけるスピーキ
ング活動への影響 
③CMC を利用した言語活動におけるライティ
ング活動への影響 
 
３．研究の方法 
CMC におけるタスク活動のうち、スピーキン
グやライティングへの影響を解明するため
に必要な３種類の検証を行った。（１）「非同
時型 CMC」であるフォーラムと対面活動を比
較した研究（２）CMC がオーラルコミュニケ
ーションの発達の変化に及ぼす影響を検証
する研究、（３）CMC がライティングの発達の
変化に及ぼす影響を検証する研究である。 
 
（１）「非同時型 CMC」であるフォーラムと対
面活動を比較した研究 
「非同時型 CMC」であるフォーラムと対面活
動を比較した検証を行うことによって、今ま
でに得られた「同時型 CMC」のチャットとの



正確性、総語数、語彙の多様性、構文の複雑
性の結果と比較し、「非同時型 CMC」の特徴を
明らかにした。タスクタイプは、チャットと
同様に３種類の認知構造の違うタスク
(Interview, Narration, Decision Making)
を実施した。 
 
（２）CMC がオーラルコミュニケーションの
発達の変化に及ぼす影響を検証する研究 
CMC には文字のみ利用できるチャットを使用
した。３種類のタスク(Interview, Narration, 
Decision Making)タスクを実施し、事前事後
ではどのようにスピーキングに変化がおこ
るのかを測定した。 
 
（３）CMC がライティングの発達の変化に及
ぼす影響を検証する研究 
（２）と同様に CMC には文字のみのチャット
を使用した。タスクには、（２）の結果を踏
ま え て ２ 種 類 の タ ス ク (Interview, 
Narration)を実施した。事前事後のライティ
ングの変化を測定した。 
 
４．研究成果 
主に得られた結果は３点である。 
（１）フォーラムを利用した言語活動は、対
面と比較して、産出言語は多いが三単現や名
詞の複数形-sや冠詞(a, the)のミスに気づき
にくい傾向がある。 
（２）チャットを利用したがオーラルコミュ
ニケーションの発達の変化に及ぼす影響の
検証では、インタビュータスクを利用した
場合、事後のスピーキングテストで語彙の
多様さが対面グループよりも高い結果とな
った(図１)。また、チャットグループはス
ピーキングの特徴として”I”や”my”など自
分を示す表現が多用されていたことがわか
った。 
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(図１).インタビュータスクを利用した場合
の事前事後スピーキングテストの語彙の多
様性の変化 

 

 
ナレーションタスクを利用した場合は、

一文あたりの単語数が多くなったが(図２)、
総語数（図３）と語彙の複雑性が減少した
（図４）。 

 

 

 

(図２).ナレーションタスクを利用した場
合の事前事後スピーキングテストの一文あ
たりの平均語数の変化 
 

 

 

(図３).ナレーションタスクを利用した場
合の事前事後スピーキングテストの総語数
の変化 
 



 

 

(図４).ナレーションタスクを利用した場
合の事前事後スピーキングテストの語彙の
多様性の変化 
 
（３）ライティングの発達の変化に及ぼす影
響の検証では、インタビュータスクでは、
事後ライティングテストにおいて、チャッ
トグループの総語数(図５)と語彙の多様さ
(図６)は対面グループと同様に向上したが、
T-Unit の平均語数は減少した(図７)。 

 

 
(図５).インタビュータスクを利用した場合
の事前事後ライティングテストの総語数の
変化 
 
 

 

 
(図６).インタビュータスクを利用した場合
の事前事後ライティングテストの語彙の多
様性の変化 
 

 

 

(図７).インタビュータスクを利用した場合
の事前事後ライティングテストの T-Unit
あたりの平均語数の変化 
 
また、ナレーションタスク実施後では、チ
ャットグループは、総語数（図８）と T-Unit
あたりの平均語数の変化（図９）は対面グ
ループと同様の変化であった。 
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(図８).ナレーションタスクを利用した場合
の事前事後ライティングテストの総語数の
変化 
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(図９).ナレーションタスクを利用した場合
の事前事後ライティングテストの T-unit
あたりの平均語数の変化 
 
タスクと学習効果 
チャットを利用した学習効果は、タスクに
依存することが明らかになった。特にスピ
ーキングの発達変化では、チャットを利用
したインタビュータスクでは、語彙の多様
性の変化から語彙への注意が高まる可能性
が示唆された。また、ナレーションタスク
を利用した場合では、チャット内でのタス
ク活動が要点をまとめ、複雑な構文を産出
していることが推測できた。 
 
一方、チャットを使用したライティングへ
の学習効果は、対面活動以上の効果を得る
ことができなかった。ライティングの向上
につながる学習効果は、対面によるスピー
キングでも得ることができなかった。特に
インタビュータスクを利用した場合、事後
ライティングでは、事前ライティングより
も短い構文が多くなった。これは、チャッ
ト内での短い文でのやり取りが影響したと
考えられる。 
 
 

今後の展望 
本研究では、CMC の種類（同時型と非同時
型）、タスクの種類(Interview, Narration, 
Decision Making）、スピーキングとライテ
ィング技への効果を検証した。効果的な学
習には、CMC の種類とタスクの使い分けが
重要であることが明らかになった。今後は、
本研究の成果を踏まえて、効果的な CMC と
タスクの組み合わせによる、具体的な学習
効果を対面学習と比較することによって言
語習得の研究が進むことを期待する。 
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